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北海逝立水産綿 坊報告 節15号 昭和鳩年 1月 1

リシ リコソブの天然における雌性配偶体および幼体の形態●

金 子 孝

(北海n.立稚内水産訳鼓助)

Morphologyofthe Female Gametophyte and the Young Sporophyte

ofLa"li′M/･L'a japoJLL'ca vaT･OChoEe,LSI'sOKAMURA inNature

TとIkashiKANrilく0

(II'ノL･L.(I/dollrHLL･̀''IlJAI.l'sJJL･r'L･SIlllpe'tJILLJJLllt/SI(JILuJL)

Intheprt'st･nLP.I)X:r,theEema)egametophyteandtheyoung叩OrOPIlylelessthan1mm in

lengtholLuJJLZ"ar'̀LJ〟Po′′IC〟､,aro'AoIL･nJsOK̂NUL̂ WhlChcollecLed FromaLE･"-I"r"∫-bed

a一adepthofO.3toLOmeter■nWakkanal.Hokkaldo,On Feburary 18. 1972, werestudleJ

morphologlCally.Theshapeorthefemaleg̀LmeLophyleSandorsomeearlydevelopmerLtalstages

olsty)rOphytesoflhlSSrXZCleSinnaturewereasccrtalnCdherelnre一ationtothenumberotcells.

ll-e.rmorphologlcalchllrilCterSagreequlteWellw■ththeresultsmadebyKanda(1946)basedon

aculturalexperlmentforthesanespecleS Furthermore,{lSaresultorstaLISL)Galstudyonthe

rchLIOnShlpbetweenthelengthandthewldthoEsporophyLeuPtOaStagew■lllOnethous州(lcells,t1.c

ceHnumberproport10nallycorrelaLedw■lhthespcrophyteLength Ontheotherl1and,theCOrrelat･On

betweenthelengthandthew】dthoEsporophyteshowedahlghposltLVeVa一ueas+0,968.

緒 論

1)./1)コ./ブ(LLZ′,･J,∫(maJaPO/‖raVarOChoLe･･5'SOKAuLr-)の天然における幼体の形態については

阪井 ･小rlt(L966)がすでに報告しているが,03mm以上のものについてであり.それより小さい発生初期
の幼体および雌性nL.伽体については記載されていないO

天然汎切では域所によっては同属または近紬機が混生しているところもまれではないoLたがって,この

ような漁場で機の生活を研究する際.これらを唖ごとに正確に虎足し天然における発芽時期を把捉すること

が必要である｡これらのR的のためには稚ごとの天然における幼体期の形掛 こ関する知識が要求される｡

著者は推FJIIli揃択ならびに利尻島で採JJさした雌性配偶体および幼附こついて形態学的税祭を行ない若干の

知見を得た｡ここではおもに1mm以下の幼仏について推内rf7J前魯-Cで採射した材料を中心にその応柴を報告

する｡

本論に入るに先だち.ご拍車ならびにご佼PiJを賜わった北お近大半裁捜Jlihylt笛太郎博士に#JLLより感.胡い

たします｡

材 料 と 方 法

木観照に用いた材料は1972年2月3-6日にFIJ尻払鬼脱字沼浦,駕泊字大破 TL:ちびに1972年2月18Fl

◆報文番号 A78



舵IJlrh-前沢の大然鵬から採兆した｡

配偶体ならびに幼I如土低脚線703-1Ornの深さにある岩雨からど･/モ ノトまたは′j､刀で 別離するれ

幼11>'の潜生が.認められた小さな玉TTをそのままji敦基に持ち輔り適diな大きさに粉砕したのち.解剖朗数鏡

下でナーデ/L･をJTlいて幼体を分脈し.マイクロビペ,トで吸いとげ, スライド〆･-/スLに移しダリ七リソー

海水ホルマリソ液で封入した｡幼体の跡地敬はすべてスケ,チしたのち数えた｡スケッチは7･/べの抑州松
をmいて行なった｡また適33'収徽鏡写ftをもとった｡

拝 具 と 考 案

柵Jlff川砂毛から挟独されたリシリコンブの幼体は微小な他の数輔の海嶺と混生していた｡そのおもなもの

を Tab】elに示した｡これらは蝕益井抱除いてほとんどが幼体であり也の同定は閲歴であ,,た｡ したがっ

てここでは種名の別らかな-和を除き属名のみ記した｡

Thble IA I.storthelnLCrOSCOPICatgaCuSSOelate(Iw■thlhegerml'ngsorLELJ/JtNtJ/･Iu
J(Jf･o"II(IVaT OL/tO/i,NSlSWhlCh grow ontherock surface atadepthOf
O31010meter.

PHYLUM

BilC■Har】OPhyta

Clllorophyta

Phaeopllyta

Rhodophyt,1

SPECIES

I.LCJ/Luj･hoJ(tSP,NtLVLrtLlLLSP.

U/a/JlHA.I;sp.1VoNOTlro〝LlLSP.

ENlero〝10rJ,/zlLSp,C/(Ldophorltsp

FrIoL〟/PILSSP,̂ IyrIO/Je〝LuSp.,
BalJgLlrfLL'.(0♪ELr♪NrL･a,AL･rOCJJLleliLI〃LSP,

t 横位配偶体について

雌作配偶体は観察個体数は少ないが.ただ1胴の造卵器からなっており,進瓢は中空の管状あるいは襲状

をなしているものと(lT,蛋1,A&B),数個の細胞が連なって基物の上を 祖佃しその先称こ数個の造卵船が

形成されているものとが観察された (PlateE.A)｡

YA･ru(1964)がホソメコ./メ(LL'/〟川al･'ul･P/'g'OSLl̂ ･lrŷ8L:)で報告しているように, リシリコンプ

の配偶体も天然ではいろいろの形態をとるものと想われるが,ここでは神灯】(19LI6)が嶺仲.AI-束で観察し報

告しているものと雌介し,明らかにコンプの配偶体であると.rBまわれるもののみを記した｡雌比配I的体を織成

する抑胸の大きさは｢r境 の部分を除き7×15IA-10x28ILであった｡

2 幼体の形態について

川 細胞数と築堤とのl姻族

幼附こついては2All胞のものから約1.000掛値のものまで奴J#を行なった机 約 100細】胞まICの大きさの

ものと.それ以上.のものとの2群に分けて形腰を.出す｡

(a) 100細胞までの幼体 (FI者L,C･1'.PiftLeI.a-I))

ごく&)脚Jの幼榊 まl列の拙胞からなる｡すなわち細胞は){Iかこ[(lflJの)I.('小二のみ分炎をくり辿すれ この

時JEIJのものはごく小形で,Ĵtj主42J▲(鹿部の小室の部分は除く)く･らい,細胞真如こして2-7aLE胞 ぐらいまで･
に似られる(F･gl,C,D&F)｡しかし.なかには5矧粒の幼作で叔先端の細胞がP<掛こ平行な方向に分針し

ているのが認められるものもあった (F.8l,E)｡やがて FlgL,G-Pに示されるようにと部の細胞が良軸

に平行なrEliでの分割を行なうよ,)になる｡さらに生r<の進んだ幼作では基鰍こ近い鰍胞も長軸方向に分裂を

行なうが,般下部の鮒J腿はかなり生長の進んだものでも単列のままである｡この時脚の幼体では仮収の形成



リンリコノブの人然における雌1JLhl仙休および幼体の形態 3
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F･gI LL,"J〝,lL,~′aノ('♪nn''('VarOC/'0/f･′L" O Ju MU" FemalegametophytesiLn'l
vaTlOuSdevelopmentalstagesolyoungsporophytes A-B Fema一egame･

tophytesCIP 3to411CeLLedsporophytesQ L26-ceHedsporophyteR 2401

ccHe(lsporophytcwltllrhLZO】ds



4 金子 輩

F･92LLuHi〝〟rlaJaPOILL-CLIVar0(holerTsL'sOJ(̂ LltJ" Var10uSdeve)opmenLalstagesol
youngsporophytes A.158-celledsporophyte. a.276-ce)ledsporophyte. C.32小

celledsporophyte D 138-Gelledsporophyle E 571･ceHedsporophytewlthweH

deveLopedrhlZO】dsandtwo)ayersoEcellslnthe一owerport10n. F.1091-celled
SFX)rOPhyle,belngdLStlluleOhhebasalporLlOnandThl五〇lds.



リ./リコ-/-/の天然における柑11促的体および幼体の形態 5

は.&められtJ:い.83細胞の幼稚で力等1日 75Jん,Ilk紬.1L175JAてあった｡lrn抑他く･r}L､までの幼作の細胞分灘は

おもに)とl削こFi_lWJ:面で盛んであり.細胞教のJfi加はおもに紫)長の伸J之に'huj･している｡

(h)loo-1.000細胞の幼体 (Fall.Q･R.Flg2.̂ ･F.PI.lle I-E･tl)

lOO以卜500朋までの細胞数からなる幼糾ま一㍍から1J:っており神髄虫を]T_輔1こ救えることは比較的等場

である｡しかし.500細髄を超えると堪faiに近いuW'Tが 二相こなってくるため下部の細魁政を数えることは

閃qlにな･,てくる｡Lf=がって Flg2,E&Fにt.J示した57I紳Ibと.1.091hl胞の幼L小こついては,F<嗣

細胞の故をもって細晦故とし,二it.Jの誰分の下川の細胞は..1顎から除いた｡この時糊の幼仏では細胞忠の岬

hIlが100 細晦以下のものに比較すると葉r<のIlflj7<と共に唯帖の州加にも'#7-しているようである｡すね:わち

このころから腰klの哨加が新著になるヱ言えるであろう｡

阪井 .中畑_(1966)は l)ン]1コ/71の幼体を観照し｢2mm以下のものの糞静 ま一月の細胞からなってい

る｡しかし,2mmをこすと基部から多層の部分が腰掛このぴてくる｣ と述べているが,前述のように,約
570細胞 兵火472/▲の幼体でも基掛こ近い部分から二倍になる｡なおこの時期ではまだ農部と東部の分化は

F93枚でない｡ 仮蚊の形JR11240細胞 菜長35G/Aくらいになってはじめて見られる｡仮掛土樽管状の細胞と

して澱鹿部の細胞から突川するが (FlglR,F■g2,A).やがて F.g2Eに示すようにやや 卜部q)細胞

からも形成され また分岐も椴許される｡

細胞の形態も基部に近い部分と上部の細胞では大きさと形状が異なる｡将来集部になるところの上部の細

胞は大体において四角形から五角形で.F'さと幅とに捷苅F'1な,Y2はないが,将来茎部を形成する基部に近い部

分の細胞は多かれ少なかれ,P<̂J形をなし.長さは桁の倍近く,岬にはそれ以上になる｡

細胞数と兼良との閑齢こついて従来報告されている他のj･rl,すなわちホソノコソブ(阪井 新野,1964,'65.

km(I,'69)に比蚊すると1)I1)コL/ブほ細り抱数の多い割りには頒J壬は知いようである｡ホソメコ-/プICはL100

鮒目地で約8COI▲であると報1=7されているが, 本楯では約571線I胞のものでL172IJ,,約1091細胞で891JLであっ

た｡この泉一.娘は lく∧rN(1965/69)の Ln〝LJ′川 ′,〟JJyPL･,-In,eL'(GuNN)Fosl,eの培養による泉1.nミとはは

11l 'Jl lrn 51n llNn

C■ll弓SrnrnllhlLe

Fi93DoLd.tlgranShow■ngare)at.onshlpbetweentheSFX)rOPhytelengthandthece一l

numberorthethallussurface.∩LuJ'WtJrluノa♪0'''CaVar.OChoLe''sISOxAL.tltA,
cxcLudlngrh)zoJdalportionOnlogarlthmlCSCale.Llne(a)showsthepredLCted

regress10nWhenthethaLluswldLh,theshapeandsIZeOrcellskeptconstantln

themonosLrOmatLCSPOrOPhyte IJne(b)showsthep一ed)l:tedregressionwhen

LheshapeandslzeofcellskeptconstantlnthecelldlVISionofthemonostromatlC

sl氾rOPhyte Llne(C)showsLhcT)reLllCletlregressionwhenthetha‖uslnCre.lSetl
ln length.wlrlLhan(11hLCkness



6 6.1-,F'

一致している｡

一般に幼作初期の細胞Blの増加と糞長の伸長との関操は対数的である｡もし幼件が一層で薫帖が一定であ

り,御胞の大きさ (loll)および形が同じままであるなら細胞政の増加はtr:L椎柴)との仲良として現われ

lTlg.3に示すlli扱(a)になるだろう｡また一同ではあるが鮒胸分利が)と軸にiTi杓な方laJ(長さ)とF<軸に平行

な)7向 (仙)の2ノテ向に行なわれ しかも細胞の形も)(ききも一足である甥lTには細艇款の増加は筆先と無
頼の輔人に#̀lJ･し,jlFFEg数と康Jととの開陳は FLg3に示す血線(b)として&別できる｡さらにF < さ.佃のほ

か厚さの3̂ 一向に細胞分要紬't行なわれるときには Flg.3に示すdi叔(C)として表現できる｡本税察結果から

Flg3において約 1,OtX)細胞までの糞l主と細粒数の軸足値をIA川 叔yソフにプF,ノt.したところ(b)に纏め

て近い勾hiをもつF(i絵として示された｡

(
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Sproph_tLe"】Jlh/I

F･9.4 DoLd■agramShowingarelat10nShlpbetweenthesporophytclengH-and

theSFX)rOPhytewldth.nLL'''JtNLlrJajq♪0''Lm WarOrA0te''SLS0J(･MURA,
excludlngtherhはOldalport)on r==+0968.



1)/リコンプの天然におけるt附生配偶休および幼休の形僻 7

(21兼長と菓幅との開陳

1,OOO個細胞までの幼休のうちから36個体を選び,それらの測定値について薬lそJUと兼偏榊との関係を

みると Flg4に示されるように由練的関係にある｡両占の開陳はL-479W-4142 W-019L+1052

の式で表わされ,相関係数は十0968と極めて[･JJL､値を示したD

以 卜,稚内市前浜で採躯したリシリコンブのHE作酎剛1ゝと幼体初期の形掛 こついて,紳個数とヲ削{との関

鼠 および装長と射 前との関係について述べてきたが一この紙架が楓勺以外の.)/I)コンプ地鰐の .)yl)-J

ソブにもそのまま適用できるのかどうかはさらに検討の余地があるものと思われるOすなわち利尻島のよう

にホソメコンプが混生していると言われている地点 (長谷肌 1960)での種の生活を研究するためには,秤

による幼体期の形態学的特徴を正確に把握していなければならない｡また.天然における幼休と増益におけ

る幼体 (神EEh1946)とでは仮根の形成の時期などに若干の相過が認められたが,これらが培克条件によっ

て異なるものであるかどうかも興味深いrllJ題として戎されているO
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5･亡elledsporophyleS C 14-celledslx)rophyLeandaSFX)rel.r)gotE"Icro"JOrP/lL7
sp(E) D 83-ceLledsporophytc.E.About600･ceHedsporophyte.F.Abou(10001
cclledsporophyte.G&日.SporophytesgrowlngOnthesanesubstratum,lnH Jh

nlsoshownasIX･rCllngOf.lJLN'')ilroml'sp(M),(A-T) ×386..】三一日.x97)
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余市fn)..'_フゴッべ岬におけるスサ ビ ノ リの /ヒ態 事

細 野 隆

(｣ヒ鯨道Cr脚 ELli汎業総でTセソ9-)

An EcologlcalSurveyoEPoJ･P/1yra yeZOe,LSLSUEDA Growlng

on theReefsofFugoppePomtlnYoich･,Hokkaldo

TakashlFuNANO

(〃oL.h'''doJVar川CC''lI't,a/to,～Ce/伽r)

AnecologlCalsurveyolPo'f,/Jy/aJ･(,gOe7ZSLSgrOWlngOnthe,eelsOftheFugoppePo,nt

wascarrlC(loutpcrlOdlCallylr｡m FebruarytoJulyofL969

ThefollowLngfactswereobserve,IthroughlhlSSurvey

i 'n-emlL)nSPeC■eSOfZ'o'♪lLJ･'･lLfoun(ifrom thewholereefsofthLSareaWereP >･e=oe′-JI
P /WIIEIolIIu,LH-JSand〟 D〃Ot

2. ThrougtlthewtlOkperLOd,maL-ILllgacappe･-re(t0-Ithereefswere5spec.esorChlorophy-

ceae′30†Pl-aeophyceae.,In°8°ERhodophyccaerespect-､rely- Amongofthem,jt40,JOSLro"ta

｡′′gLCm ･lJa1-dE′一Ie'oHJO'P/Lal'7Lご('havcLIW.deadherentzone,an【ltheyweredom=-antznthe

ma-【lmumStage However,GeltdLu/〟SP.Glotopel/'SftLIL'lalaand Rhodo'lLLJla/a,Lrgrown
only川 anarro､vZone,andthey､vere(lomlllantlnthepart,cularplaces Thecovcrageorm<lny
specieslelldown.nAprllandMay,butsomeofthem recoveredagュ,ngradually

3 TtledcnsltyOfPo,-p/けraJ･eヱOe′-∫Onthel･110ratZoneWasamax"..um-ntheearlyAprl】

ThelrdensltyOflhlSPer.Odreached.～bout2L101ndlvldualsper20cm squLlrearea,and three
tLmeS aSmanyaSthemonthesupTal,ttoralzone ThemodesolthefrcndlengthcomposltlOnOf

po'･phyrlJyegOeNSZSOnbotlHOneSWereSmallerthan3･0cmthroughoutthe､vhoJeperlOd

4 P yegOg〝-∫-OnttlelluOralzoneshowedgenerallyalarger.ncremen= nthe)ength,but

s1-0Ⅵ･edalargerdecrementlnthesurfaceareaoffrondthanHHhoseofonthesuprallttOral

zone TheLrmaXlmum Valuewasobta】nedlntheml(ldleofAprll】nbotllZones

5 P J･L,=0PI/5'50m(helltLOra)zoneformedmoremmerousmonosporesthanthoseonthe

supriLl】ttoralzone.aIldtheyformed】tmostlyLnAprll Onlhecontrary l10nlllCSupralLt10ral

よonelorme(IsextはlorganslnmoreearlytlmethanLnlhaLOnthellltoralzone.

ま え が き

頂かエスサt='ノ1)の来状体の単胞子を使用し人=採郡するロ的で,一越の筑験調査を行なってきた(1970,

197la,1971b)｡この中でlli胞子休は,榔こ川口近辺の転石 .岩礁他作で低水位に多いことをみいだして

いる｡

それで,本調査はこのTJf実をさらに明掛 こするため,またスサビノリの一般的な生態を知るために行なっ

*博文雨T; A79
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た｡調衣地は川口が近く.毎年単胞子lJPが多い余市沿岸のフゴッ-仰ことり.はみと深みのスサt='ノリにつ

いて,姫良,重体両肌 集形からみた生r<,生範器官の櫛Hiの変化,一姫耐抗FJlにおけるft′暮=_解温 顔F<組

成.仝薬体面鰍こついて捌jlEした｡そのほか,岬全作のアマノリ類の4=Yf′F_横臥 スサヒノリJl'/k地浦におけ

る他の海藻の消長についても調香した｡A摘 告はこれらの紡娘をとりまとめたものである｡

本論に入るに先だち,原稿の佼Tu]と1T益な批判とをたまわった北海道^･'7-秒l声部rl.i.本',;甜(J叔推および本訳

鰍 こ柵JtlL:助言をいただいた牧田澗助博士 (前道立中火水産試験場Ji)に 払Alいたします｡

方 法

調在は1969年2月から7月にかけて,約半月おきに10回'rTなった｡L抑刑王君路抑 こ近い余rf】沿岸7-J'y

ベPIIの西側の平横とそれに続く爪練絹の軸Liiである(FJgS1.2)｡岬のPqJJJ300mほどのところにフゴy-
J"I)が位1.Ly.とし,部の戯'17期には川水が北西の県政によって平鎖にまで影邪をおよはし,満水および淡水がは

しる状態がしはしは観黙される｡岬のJ長さは約200m.平磯の而俄はHJ2(),Lである｡このrt'{･前年の約3!E総

菜から単胞子体が瓜も多かったlX:城に..PJは区をもうけた くF.gs1.3)Bさらに加奈r/.の軸淋群落の偶状椀と

水位の様 T-をみて.潮間帯のtF磯に(50cm)CのNos1-5のrBJ疋枠と, モ̂深耕の梅Ii,'では梢状分/l沌脱離す

るため仔締ILた両にNo6 (下部)および7(J-_部)の同定坤をもうけた (Flg3)｡ なれ 潮間脚 ま1969

年辞の大潮の糊汐変化から水めると,潮位 +15--13cmである｡また,2-Ll月の平均では +17--9cm

ほどである｡そ九で.十15--10cmの範uliを潮lrillfl?とし,そのJ_.部を飛沫伸とした｡

調香は,はじめに岬全体のアマノLr塀の潜生概班を知るため.肉化上観察で披碇を ｢多い｣,｢搾油｣.｢少な
い｣の臓顔に分け,これらの分布域を1/LOCOの地図に措き,各附鞭の眉生面榊の変化を諌めたo また,一

般的fJ:JJilLF;脱離もつけ加えた｡ なお,階細判別の ｢多い｣は被度が約l/2以t.,｢控近｣は約1/2-1/lO,

Fly1.Mapsl10､VIngthelccaL)OnOfFugol叩C

PoLnt.lndthetopographyofresearch

secLLOntnthlspoJnt
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0=J■lLIFrLktでloftheJepthh=klldpt州e

Fig3_DeLailedlocall0nOfsevenEIXedquadrateswlthlntheresearchsect)on.
｢少ない｣は約 1/10以下とした｡

閉定枠ではEl生状態のままスサtl'/1)を含めた717ノ1)煩とその他の縦謀の1円戊を,密度および被度の面
から定期的に謁べた,すなわち,固定枠の-/17ノリ密度は,平政では一枠中,常に-足した (25cm)2の1個

節.海Jiiでは2個所 (a,b)から全薬体をLll/Ji状腰のまま数えて求めた｡一方.アマノ1)原を含めた他海

藻の鼓JA.は,l胡定枠の各鶴の被覆範囲をl/10に祐少しスケ′チした後に, 被虐 (ob)を芥1日.して求めたC

被埋面前が少ないものは.縄名のみを調べた｡

枠採収では,調亜区の中を飛沫節と湖l称掛こ分け.柳 ニスサt='ノレの肴生が9,いところに(2伽rrI)2作をby亡
いて,旋斯的に全標本を採IrXL,個体乱 射 本各部位を洲払 検鏡して発)も 姫体面積,発形からみた生

良.生W(料 I.:の純加,Ŷ'(生照 度.兼良鮭L成.一姫けり桃内における全典体面87の変化について調べた｡なお,

生Iiについては全横木･Ir,メ剛毛が澱長のものから106Elまでのもの,標本数が 10以下の場合には全株本に

ついて,典j7<,鷹体pdli弧 炎形の平均値を}火めて調べた｡なお.膿ltLb'桝は典)を約5mm以 Lのものの｢農
技×灘崎×07｣(uJ=mら,196Ll)によって求め,-))-,典形は｢iI!JT<-A:;栢｣によって求めた｡
潮汐の変化は海上保女庁の潮汐表の ｢小冊 ｣ のiilulF!宇(AM 6 00～PM 6 00)のものから7.ylた (F･g

4)｡これに1ると,調h_区の平段は潮位一10-+20:mほどの範凹にある｡一方,海日割ま蛎斜しているため

la定枠N07の上限で潮位約 1(Xkmにあたる｡潮汐は3月に放火T一潮があり,その後次第に上fJする｡3月

と7月の戯大浦湖の,Elま30cm観とtj:っているE,

結 果

1 7ゴtyベqの7マノリ坪の*生板況

調度区を含めた岬全体に出現したアマ/リで,分布面前お1び必生色が息も多かったのはスサヒノ1).吹

いでウップルイ/I),オオノノリ1:･あった｡こZt,らの各披妊牌駿の分祁rb一統の丘計が長大とIJ:るのは3月rl'

itJで,岬の平軌Ai故の約 1/2をおおう (Flg5)｡しかし,階級が ｢好適｣以上 (後塵約 1/10以上)の分布

域では4月初旬に点も広いO

各掛こついてみると,ウ･/プルイノLIIl岬の先端お上び海Liiに多く,h生軌 まおもに飛探･,Rfであり.僅か
のものが潮間布にまでbく｡この種は3月には減少帆arをしめし,4Jl下iLIにはほとんどのものが流失して

しまう｡

スナビ/リははじめに岬の先箱とお出でウyプルイノリ上り低水位にFIA.現し,しだいに潮rLJl絹の平鹿お1

ぴそれが粋撫となる瀬深滞 t-.部にまで広がる｡分布面餌が瓜大となるのは3月,被度が点も/.',rJく,よく繁茂

するのは4月である｡この時期には7-10cTnの兼体が削かこみられる｡ その後5月ごろまで碑少し,海LE

で残ったものは径 1cmほどの門型の改椴の多い L)が:ソ状をなし,退色しているものが多い｡6月ごろから
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5nlO20I 1l ∴ 十 十L.lTIL.. ..II,I:13l七 P..A撒 臨 拙 1.i ･t. I,｣ ae:l l･t.ll' lt I++

-1-2(丹 ＼ 日 用 ､JlLI LI -1 [ June Juh

Fi95 Seasonalvarla=OnOJthetotalcoverageoEPorpI･yrathaLL.

growLngOrLthewho)ereelsofthewests･(leoEFugoppe
Polnt.

これらのものの一部のものは色彩も郎かになり所))をとり嘆す｡ 7)=二は局部的にしかみられなくなり.ほ

とんどのものが流失してしまう｡

オオ/ノ.)は3月ごろから幼休が他海藻に什崩してJll.祝する｡rrJJi蜘 i潮間)ri手下部から漸深1指である｡5

月に濃も繋詑し.その後ゆるやかに減少していく｡

2,7マノリ類と他の海藻の消長

ここで11謁丘区に設けた聞定坤のアマノ.)(スサt='ノtJを含む)と他の海嶺の77ir'を,襟度および鼓度の
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十 ■̀Alン ′＼ ｢ ＼ _ _. = ._ __.

-し二∴■出川l仙人叩 仙 JL- 仙

Fig6.(叶 SeasonalvarLat)OnOfthedensILy

ofPor♪hyralhaHlobservedby

theflXedquadraLeSlnthereel

FIpg.6(b) SeasonalvarlatlOnOlthe(le1-5】Ly

olPorp/'y'･at1-aHlObservedby
tllel17(edquadrateslnthecILf(_

時糊的変化によって述べる｡
同定枠のうちアマノリがZlJ.現しなかったのはiP鎖の枠Nolおよび5であった (Flg･3)｡平磯で波浪が
軟しくあたるところに位関する枠N02では,はじめ ウップルイノリが主体で, のちにスサビノ1)に変っ

た｡ここの硬度は,はじめに7.̀Sく4-5月に谷がみられ,その後雌かであるが増加する (FIE6)｡枠N03

では,密度は4月初旬に最大となり(25cm)2中に約70姫体がみられ,その後減少していく｡一方枠N04の

77ノリの.lJ'.gLは雌かである｡
海L豊の飛沫和の最上部の枠 No7(a)では3-5月初句までしか発体の出現がみられない｡その下に位躍
する梓No7(b)では,はじめから77ノ･)がみられ 殺盛卿 14月初iilで消失は遅い｡枠 No6(a)で

は.ほじ桝こかなりの兼体がみられ 4月初toに長政朋になり. この時掛こIi(25cmア中に約70実体が 7̂

生し.平横の枠N03のものとほぼ同じ密度である｡海Liiの最下部で平成と境する枠No6(b)では4月

抄佃に山がみられる｡

一秒こ.枠 N0.2の例を除いて,他の枠ではほとんどのものがスサt:'ノ1)で,これらのうち平鎖のものは

むLLLiのものに比較し畔頼子体の嘗l合が多かった｡
間定枠に批現した梅轟で.被風 頗度お1び生育期間のいずれかの面で抑著であったものを各時期の被健

(o占)を迎扶させることによって各磯の消長図を描き.F･g7にしめした｡なお,枠中洩rL-1で菓体の被両dn'

が租枚するものについては各唖で被顎両統をだし後肢を求めているので.全種の捻態度は10000を越えてい

るものもある.回に示した他にヒt:-ミrF･,マフそ,七イコウ-ノくノリ,ウシケノ1),ウッブルイノ1),7

力JI,カタノリ.コスジフンツナ半.ギブI)イトグサ,無節石灰叢およびJf節石灰藻があった｡

全ての周定枠に川現した確執17ナ7オサとウス/17オノ1)であり.IiTほ は一部の場所で全期r''lみられた

が,他の枠では様々な刑長を示した｡また,この税は長盛PJがはっきりせず.僕占唖となることは少ない｡
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後占は,ud'-必まSJJにtlJ.BLL.瓜盛跡i6Jlごろで,この時朋には爪れ仰および湖J;;川手でt*占唖となもこと

が多い.次に,EH.別頼JB:がI.jかったのはェ/ヒトエ2'サ,,i-:ウ7オノ')およびスサt='/I)である｡エ/ヒト

エクサは瀕深脂近くから飛沫仲下瓢にみられ 潮rilliii上部から飛沈滞下部では最盛期に捷rLi唖とIj:ることが

多い｡出現期は2月以IiTIで,一部を除いて3月に魚盛期があり6月に7m失する｡ ポr-}7オノリほ4-5月ご

ろに出現し,轄油は7月に消失するC態度は全般的に低く,最盛期においても捷占することはまれである｡

スサビノ])の被度の刑戊はFi;1述した密度の変化とF司じ仰向を示す｡月生掛 ま深みから飛沫服上部とかなり帖
拭いが.同じ潮位に似rJtLていても,よくEIJ.現するところと全く.Lli現しないところがみられる｡

ŷt生屑が漸探iir近くから潮間),削こ位 rlIL,探みのLxJ域で鯉占していた純掛 工ウミトラノ*.7カノ叩 ソナ

I/ソr)およびフジマツモである｡ウミトラノオは一触に5月にみえ始め.その綬繁戊の悦rf･Jをとり,漸掛け

に近いところで維l17招となる｡7カバギL/ナンソウは2日にはすでに肝/1:_し,耶酪掛こ近い休みでは.7Jl

までみられるが,強みでは早く7円失する｡ 7177ツモは漸探肝に近いところで,期間中常に捷占唖とTJ:ち

那, 他 での消長はあまりIlだたない｡,G生周が前のものと似ているが.はみで繁茂する種掛 iェ/ツノマタ

とイソムラサ牛である｡両棲とも限られた場所お1び期rulを除いてあまりめだたない｡

着生胴が狭く親閲補上部にあった穂筋払 テ./グサの一哉と-ラリiウモソである｡テ'/クサの-掛土全

期間生育するところがあり,そのうち潮間･滞上部では矧l.lrl.ほぼ捷占の状態を保つ目立った碓Eiとなって

いる｡沖l問･.Hf上部から爪抹梢下部に出製し.虐生樹が百石いところでより繁茂するのはカヤモノlJとフクt]ノ

リである｡飛抹似 こ̂T生し,その上部で1く繋戊するのllyオグサの-和と-/クF,フ/1)である｡l間かi飛

沫補 E一瓢で全期間生育し,推古は (_下部とも全期間みられる｡称 こ,フク｡7/少は上部でかなりの期間摸

rLi縄となる6

全体を泡してみると. Ŷt生肘が幅広く比較的噺 好の好みがないの117寸サLIU】valesのJl唖である｡,5

に大きな群林をつくるのはエ/ヒトユダ サ.ウス′17オノ')およびスサビ/1)であるU着生周は狭いが限ら

れた切所で.かなりL<ルルこわたって鯉占するのはテ./グサの一組 フクpフ/リおよびフジマy4.である｡

また,4-5JJごろにかけて,局地的にも被皮が低くなったりifえたりするのはェゾニトユダサ,アナ7オ

サ,ウスパアオノ)),ンオ〆サの一 種.スサビノLl,チ./グサの一級 -ラリiウモ'/,フタロフノ1),エ

/ツノマク.7カバギー/ナ./ソウお上びフジマツモである｡また.この時期にJ.J他的ではあるがIn失してし

まったものがあったの117ナ7オサ,ウミトツノす,スサt:Jノ.).チ/グサの一機,工./yノヤク,アカ'.I

ギ./ナンソウ,イソjLラサキお1ぴ-ラリ1ウモソである｡

3 スサビ/リの消長と生殖

ここでは消炎区の中を飛沫絹と鰍称掛こ分け.柑 こスサt:-ノ[)の,5生が多いところに(20cm)2枠をhyJ:い

て,定期的に全席J6-を採取し.僻体乱 糞体各部位を沖定 ･検崩して,カ生rC皮,腰F<組成,一定 lEli駅内の

全果体面院の時期的射 ヒ,焚火,発体面乱 発形からみた生長∫生地獅†の桃規の時期的変化について詞点

した結果を示す｡

廿生密度,薫長組成および枠内における全集体面横

月t抹･.'汀のスサt='ノIJの'&度は,凋J亡を始めたころにはかなりI.:むく.二l'･JJ後に戯F.'iIIZiをしめし,(20cm)2に
約80度体が着生していた (FIg8)｡その練.'#度は低くなっていくが5JJ･HrJ以降の射 ヒは少 ない｡潮r糊

.'汁では モ̂抹]汀より叔盛JyJが 1カ)jほど遜れ4月的tuである｡ この時の'5度は,(20:m)2に約9AO兼体であ

り,爪沈滞の原盤桝のものに比較し3倍ほどのlJIiになっている.その後,7)は ではは等比扱数的に減少し

ていく｡この減少朗向は飛沫帝のものよりいく,i:ん強い｡

n沈滞のものの(20C.Tl)2枠内の全集体面駅は.2nTifJから4月中tuまで約90-15km2/枠の範凹で変動
する (Fig9)｡つづいて,57]中旬まで補少し,その後の変化は少なく)Ocm2/枠を前後している｡漸那F
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Fig8.Seaso･.a]varはLIOnOrthedens.tyotJ'o'p/ly/･L'
lha=isamplcdrroma2(km 叫uarearea.

Fi99 SeasonalvarlatlOnOEthe101alsuraceareaof
Porf･/tyrathalllSampledFrom a20=m s(JUare
area

のものの枠内の全盛仏:Bi鰍i4JJ初イLlまで梢hElL.この時J剛こは580cm2/枠とかなり拡く.飛汁揃の月盛期

のものの4倍ほどである｡ 5n･L.帥こは約200cm2/枠と低くなり.その後はほぼ等比級数的に減少しつづけ

る｡

炎jl組L収についてみると.飛沫補のスサビ/,)は4JJ蜘it)までj別とのモードは1.1-20cmにあり.■1riI)

のものは11-30cmで,兆耶日中小形のもののI,Jイ†串が[･j)かった (F】g 10)｡51cm以上の比較的大きなも

のがみられ始めるのは.3Jlrl･佃であり,り=ここれらが.t7める捌令は10%軌になる｡潮間鞘のものは.2

月下旬に10cm以下のものが長も多いが.その後4月iJ)旬まではlL～20cmにモー'Jが移り,これにつづ

く5月初旬までは2I-3.0cmにモ-ドが変る｡5Lcm以上の比較的大きなものは4JJ初句から祭りまでみ

られ,かつその割合が多くなっていく伊向がある｡ また,飛托掛こみられなかった10cm以上の兵体が4月
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S lU l'm lO clll

l一m阜lhmtIm
F■910 Seasonalvarlat10nOrthelength.:OmPOSllIOnOr

I'orphy'-"lha日 ,stlmPIedfrom a2Ocm square
.1｢l∴l

と5Jlの中仙に他かに作/l三する.

葉長,薫体面耕および葉形からみた生長

月経荷のスサビ/リはJ4度を始めたころにはすでに平均腰Jを3cmほどにrJ:っており,41川'11)にはLIcm

･Biと載長になる (Fig.ll)｡その後,5月中仙までkiくなるが,それ以降の射 ヒは捷めて少ない｡漸祁指のも

のの兼長は3月･い句までほ.Ji相 より小形である｡その後,半月ほどの間に急に伸長する｡LI月中句に8cm

強と最長になり.そのあとは6月中旬まで短くIL:り,それ以降の変化は少ない｡
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飛沫神のスサt='ノリの平均兼体面静 ま.4月小iLlまで増加し,位相JIfは17cm2薮を示す (Fig.12)Oそ

の後,5Jl中1,3まで練少するが,それ以苛の変化は少ない｡湖rul将のものの兼体面称ま3月中旬まで増加は

めだたないが,その操,半月間に20cm2ほど急増する｡ 4月中仙こは重体面積が最も広く26cm2となる｡

なお.兼体面硬の変化は両得とも糞長とほぼ似た変化を示す｡

兼形では,飛沫神のスサt='ノ1)は3月中旬までしだい'こ細F'い形になり,その後は5月まで幅広い形に変
化していく (FI昔 13)｡ この期のものは頚輪が兼F'上り広い形億をとり,それ以掛 ま,同値がほぼ等しい円

形の兼体となる｡淋rul荷のものは,初期のものを除いて常に淵深作のものより細r<い形をとり.その典型を

示すものは4月初旬である｡その後,5月下付まで糞形が柑広い方に捗り.それ以降の変化は少ない｡

典形と集r<お上び兼体面頓との閑齢こついてみると,飛沈滞では兼形が点も細滋くなってから1カ月たっ

て.また潮間),拝では半月ほどたって尭F<および兼体面筋が点大となる｡すなわち.菜形が最も細長くなる時

F･9ll Grow(hoftherronくHengLhorPorf･]リ,ra
thall】.

F1912,GrowthoEthefrondsurraceareaof

PorJ,A),'･athaH･.
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期および重体面前が最大になる時期は一致しない｡また,刺 壬お上び感作面崩が最高値をとる時からしだい
に練少し,その俳向がめだたなくなる時期およびほとんど変化のなくなる時期に紘,無形もあまり射 ヒはな
く,集成と糞仰とがほぼ等しい円形の形億をとる｡

生殖器官の種類の時期的蜜化

生放器官の唖頴の判別は検洗することに上って柑た｡また,ここで述べる革胞子体とは,単胞子索をもつ

全ての兼体を指し.拍子燕および葡柴を共有するものも含めた.,イ椎 体とは,単胞子頚をもたずに,析子妖

お1び我柴をもったものである｡

飛沈滞の単胞子体は2月中旬から5月初帥こかけて.全体のほぼ1000を占め,その後は存在したい (FI者

F19 13 Seasonalvarlat10nOTthefrond form of

Porphy'athall･

叫)ral)uor?)

Ⅶ

～

u
:

U
tI.
n
h･L
L

E∃ ImmatureEヨ-o仙郷re[コ3- al
F･9 14 Seasonalvar･atl0nOlthereprotluct.veorgan

ofPorP/Lyrl'tha=1
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14)｡これに対し,潮間縛では全Jfl間単晦千体がみられ その1割合は約20-4000で射 ヒし,4月ごろに澱も多い｡

飛沫僻の有性体は,a准開始の時点ですでにみられ,その後しだいに柑bIlL.5月中旬以降は全個体が和

也体になった｡一九 詞那j】梢では4月如何にtl-椎体が稚かにみられ その検JTf加していき,5月rl.句に2000,

下旬には急増し約60%のものが有性体lこなる｡

一秒 こ,潮間僻のものがや胞子蕪の形成仰向がRTしく.一方,精1-ホおよび#巣の形成悌r句は モ̂沈僻のも

のが早かった｡

考 察

スサt:'ノl)の/tJJ-.仙 i,JJ.派 (196り. 7m (19糾.197la)および糾似 (1968)によると.一般に榔 'lJ

帯から漸探補である｡しかし,AJMEではR抹･.Htにスサt='ノリがかなり.&められたOこのように必/t･_Mがl.:.,J

かったのは,R派補にも波狼に上る加水の影預が多かったことがあげらJtる 火際に,仰 ま外血に向･つてIR

出し,此所のi蜘 ･A波によっても.叫の光跡 こ近い渦度Li.のikli!.fl常時お水に上って洗われていた｡

時期を経るにしたがいスサビノ1)のB生F,1が低くなっていく現射ま.,LIt木 (1961)や福原 (1968)が太平

作沿JIJの干満Bの大きいところで批繋しているが.後かi本道tj心粘7州;!ではほとんど認められないとして

いる｡このB生肘の捗軌 すなわち,眉生桝の(.'iI立rtのものが早くIn/Aしていく現射 i,枠取り法に上る.rr

生'#度の時期的射 ヒでかなり蛸8-･にみられ -JJ',Ilq足掛 こおける日生状態のままの披度の時期的変化でも

その横向がみられる｡

スサt'/リの麿度や被産がL1-5月に低くTL:り.-ノダ,他の海盛でもこの時朋に鼓度が一時的に低くなっ

たり,粥失したりするものがかなりみられた｡これは序の大潮に上る下.'IJ.のため.海砧が白化枯死したため

と州'tSする.叔大干潮は3月初旬であるが.この時期には時化と･.取りの円が多い｡その後, 4月を中にして

｢ナギ｣と快PIllと干潮とがiri7'L:り.岬の平俵が掛 Eけ るFlが多くなるOこの時期に瀕体が干.L1-.の影甥をうけ

るものと推察する｡白化枯死の原因は福原 (1959)那,軸藻が山射日光と空fiLF'に古川したことによるとし
ているが,繋占もこれと同じ推論である｡なお,5月下付以掛 i十滴の水位が朽び上対してきて,妓った紫

体は活力をとり戻す｡この現象は飛沫請のスサビノlJの腰戊の伸長や襟度および牡鹿の変化.他の海津の態

度の時期的変化において-はっきりと認められた｡

枠取り法で調査した光弘絹のスサt='ノリの襟度と枠内の全兵体ib-抗の偶齢こついてみると.3-LI月に密

度が低くな･,でも,それに応じて,枠内の全射 61rli鎖があまり変化していない｡このことは,鹿央,腰体面

Stからみた生長や果J細山Rでみられるこう, この時期には全体の発作がしだいに大形のものになってきた

ことに上る｡tL:お,渦r1.1･.1拝のものでは'5度と枠内の全兼体面税の変化がほぼ同じ節向をとっている｡
枠取り法で調査した那 耶拝のスサビノリは,3月小袖から4月初句に坂入仲)との時好があり,この時に果

掛 王1日に3mm載伸び,楚体面掛 目 3cm2広がる｡ しかし,飛沫僻のものでは.これらの放縦ははるか

に低い｡このことは.着生榊の高いものは生r<がわるいことを示し,一般のスサt:'ノリ遜姐に)t細 にみられ
る現象を皇している｡

枠法による調社IC,兵 長,姫体面駅からみた生)壬と苅生帝度との開脚こついてみると.鹿央L.よび腰ll･Llli

朋が心火となる岬Jyは絹度が椴大となる綿)抑まJFt汎1.'rfおよび潮間･.'汀のものとも一致していない｡しかし.-

Llあたりの兼良のLlIlびおよびiei-(8L(liiL●iの肱がりが収入となる期間は,渦lH川とのものでは3JHlilJからLIJ】抄J

iuである｡一九 この相川盲】には,H生純度が粒も増加する｡すなわち,火際に射心が心もよく生J主するII川I
(/I=.抜殻威期)とAiも多く個体数を榊す時期 (繁机Ai盛期)が一致したことになる｡

本調査の主たるIl((.)の一つであったスサt='ノI)蝉魁f仏は,やはり従火の.L.ti水 (1961)および二ri斤 (1971

a)の結果と同じように,,rT生榊が.低いところに多かった｡ また,単胞 ｢仏のlLlli串は時期的TL:射 ヒがあ

り,4月ごろに点も.:盲く,集jとお上び菓体面横が長大となる時期と一致していたが,典体の生f<最盛期1り

遅れてV､たことが注目される｡一方.時折を捷るにしたがい単胞子体からしだいに11椎体の割合が多くTi:っ

てくることはJ.[!休 (耐述)の結果と一致する｡
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川疋枠による胡允でスサビノlJと他海浦の関掛こついてみると,スtli:I/リの,rJ生朋とIrH主にほはtLlてい

たのはエ′ヒトエグサである｡ この組はki岱期に被琴曲机がかfJ:り広く,特に枠 N03と6ではŶE生Llllや

実光鹿などの!.'f.でスサt=-ノLIと虎/n-することが抑索される｡その他は,あまり顛著でないが,7ナアオサ.

･i=:ウ7ナノlJ-クス.こ7ナノI),ソナタサの -柏の緑井抗, カヤモ/lJ,テ1/グサの-捕,-ラリュウモ

ソ. フクF71/ノリ,イソムラサ牛がスサビノリと戊告することが柵'tliされる｡tL:お,一粒のスサヒノ1)点机

の際にも他の由良と鐘/,さするが,それを防ぐため下.qJ.Lこ上る 7十殺し という方法がLとられる｡本月#で

ち.疑/許すろと紺察されるものには株轟頓が阜く,手筋が邦なっていても先輪の場合と似ていることが注目

される｡

飛抹僻のスサビ/リで,枠取り法に上って糾た襟度と同定件に1るn′1三状蟻のままの槻掛こより糾た密度

の盛期が異なっていたが,これは枠取り法では着生が平均的なところからの托.%.採収ではTL:く,鰍u!でみて

,I7生の多いところから採収したために起こったことと推察する｡

要 約

1969年2JJから7nにかけ.余市沿岸フゴノベqEにおいて.スサビノリのJJi態について謁裾し,次のよう

なLJ状 を得た｡

L 岬に州現した7･7ノ1)のおもなるものは.スサtl'ノリ,ウノブルイノリ,オオノノリである｡これら

の'/MJJ而朗がEi大となるのほ 3凡 よく繋触するのはLIJlである｡

2 Jlf.i延伸では7砕rl15枠に77ノ1)メ.LIJ.BLL.このうち二川かこおいて∫4JJTu佃に鮮度が展Il.'1-となる｡

3. トー,促枠にLt胤 したおもな粘掛 i疑瀕好15帆 糊碓井i3帆 紅荘yi8柵.である｡̂X子生卵が幅広く.紫外

馴こ惟(17するのはエ/ヒトユダサと.>スノミ7オノリである｡苅/il刑は狭いが.)主脚こわたり軌 LTするのはテ

ソクサの一紙 フクpフノリおよびプリマyモである｡ また,Ll～5月に多くのものが大柳による下JH.の膨

懲なJ=)ける｡

Il 枠Jllり法に上るスサビノリの怒庇は,湖R耶ifで4JltvJl-Uに耗Ii.iとなり,2L10力き体/(2ccm)2でJを沈･.lifの
ものの約3倍である｡柴)長組成では,両肺とも一例を除いてJVJrHH-30cm以下のものにそ-ドがある｡

5 潮間猫のスサビ/I)は飛抹IiEのものより生長および火柿れが潜しく,一万.度形も紳l長い｡薬体が叔

大となるのほ純絹とも4月･t･旬である｡

6. 潮間絹のスサt:'ノ1)は飛沫将のものより単胞子燕の形成が_Fしく,最盛1抑14月である｡一刀,郁子

感および液火の形成は飛沫符のものが甲い｡
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ホ クテガイ PaLL"Oj,ecLe′zyessoe′LSIS(JAY)の生態に関する研究

節2報 軟体郊肥満の周年変化について'

九 邦 戟 ･小 原 昭 雄

(設悪書禦劣悪)(董蓬警禦禦)

Stud】esontheEcologyoltheScallop,PatlnOPeCLenyessoellS2'S(JAY)

2.On thes飽SOnalvarlationofthefatnessofsoftbody

KuniyoshlMARUandAkioOBARA●●

(Sal･0,,･aBrlJ,･Ch,HohkL7LtIoAboshLn FLSJlerLPSErper'wLC/llalSlatioN)

+て〃okLlLLdojVorLlteCJJ/LJVal10/ICC〝te′-)

ThegrowthofshetlflSheshastwoaspectsasgrowLhoEshell■tseLfandfatnessofsortbody,

an(I･saccomptLSlled.nconnectlOnWILtleiIChotherlntheprevlOuSpaper(MaruandObarz,.1967),

wehad･nvestlgatedonL1-egrowthandtheannualr･nglormat･onofsheHm ascallop,P.yeSS･
oe715JS ThepresentstudydealswlththeseasonalvarはtlOnOlfatnessolsoftbodyofltl】SSCalll

op.ThematerialsusedlnthLSStudywerethesamewILhthoselntheprevlousstudy.

Theresuhsoblalnedaresummarはedasfollow

I Thefatness(F=softbodywelghtx100/shellweJght)showsahLghvaluelnaPer)Od from

MarchtotheearlyMay,butalow inaper■odfromAugusttoSeptemberltshowsgeneral)yhlgh

valueln3-5years-oldscaHops.

2. As EorsolLpartlndex(SPl-eachsolLPartWelghtx100/Shelllength2xshe)1bredth).the

adductormuscleandthemantlelnCLudlngglllsshowhighvaluelntheearlyMayaLIdthelateJuly,

L)utlow lnJunea【ldalso(ronAugusttoSeptetnberrespectively.Thevisceralmassshowsthe

maxLmum ValuelntheearlyMay Ontheotherhand,thegonadsshow themaxlmum Valueln

May,andshowthemlnlmum ValuelnaPerlOdfromJulytoSeptember The va-1atlO'.OfBolt

partIndexISthelargestlngonadsamongZLILsortparts(Table1)

3 ThewelghtcomPOS1110nOlsofLbodylSthehlghestlntheadducLOrmuscleand followed

bymantlelnClu(llrLggllLs,butthelowesllnthevISCeralmassexceptgonads

JI TheseasonalvaTlatlOnOrgonadIndex(GJ.･gOnadwe)ghtxlOO/Softbodywe'ght)lSthesame

wlththatohhesortpartIndexolgonads ThedevelopmentalstagesofgonadswhtchcolIecLed

ln)963-1964canbedev.ded.n10(0lIow■ngflVed■flerentstagesasImmature(1).FolllCular(】r),

Growth(III).Mature(IV)andSpa､vn■ng(V)+++ asshownlnTable2

+報文番号 A80
+dAfterWakuiandObara'sdlVISl0n(1967)
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Tl現の成長は見放のM.)とと秋作部肥講との両Ihiがあり.これら両P;が互に′L確約に相関し合って行なわれ

るものである｡

搾f;-らはIi硝王(九 小鼠 1967)において殻のrRJT<I.q肋と咋掩形状について祁符したが,心報托は牧†桐i
肥溝のJ即Tl変化について紺られた知見を離籍する｡

材 料 と 方 法

材料はrjli報で川いた∫LとJn】- で.サロマWJ幌料 也区帆過水面FJlで 1962-19Ii5JIFのl札 佃ノ日 回採LLtした｡
しかし冬季には銘水のため採31さできなかったJlや,ある'LF齢で庫抑 こ少fJ:かった月がある｡採Dさ材料は2-

6年月について殻滋IIIiの付着物を除き,水分を拭きLliつた後,生鮮の状腿で艇長,敢櫛の&LJ定をTTない,つ

いで故と軟体部に//1け,それぞれについで屯鬼を測定した｡洲定個体数はaluJ,各年齢につき2-20個作で

ある｡また一部の材料では軟体部をさらに閉殻肋,外BT=幌 (ニラを含む),内旋 塊.生地狼の4部に//1け血

澱を榊足した｡肥満度の表示は身入り状腰を通称にjZわしていると々 えられるF-軟体部亜呈×100叡故地

の式を,また軟体部各部の肥溝状唐の表示は,JF･1-'J=齢火でも大きさに1る個体点があるため,叡容折に占

める軟体務各部簡竜の比串とみなし,軟体部位桁数SPr-軟体部各部東急x100/(奴艮)2×殻幅の式をlllt1

た｡軟体部のうちでも柑こ生理的に盤要な意味を持つ生熊典については,生軌娘指数(Gl-生殖典兎見×100/

軟体部魚島)を用い,1963-196Ll年の材料こついてのみ糾株椴祭を行なった｡私鉄席Jf:は内は事の先端部I,uJ

近より切りHJ.し,プアl/氏液で岡定の後,呼さ8J.のパラ7 1-/切JFを作成し, テラフィルド-マトキシl)

I/とエ*/I/に上る二Tri於Clを行なった.また/I=触1Liの熱度区LJ)は和1久)l'･･小原 (1967)の区分に従った｡

結 果

1 肥済度 (ド)の)即f三変化

各個fsについて肥満JRをof-nL,調査年度別,咋齢別に平均(17iを示すとFlglの1うになるoこれに よる

と,調席年度に1って(Lltがhp-r一異なっており,句11こ上る収F<花が.LH,ているものとl出J?れる｡月別にみると,
3-5JH=旬にかけて/,7Iく,軟体部重畳がな取払を卜.回っているが.そQ)後は次窮に低下し.a-9月には巌

低となり,9月下旬ごろより再び増加のtll向を示している｡ 年齢別には3-5年只が高い値を示す偵向があ

る｡

2 軟体部位指数 (SPl)の周年変化

軟体部各卸こついて指数の平均値と庁聯tiJ題の範州を示すと Flg2-Iより Flg214のようになる｡各部

分について増減輔向をみると.閉毅肪と外if膜では5JIL.旬と7月下旬には141が㍍く.6月と8-9月では
低い｡また内戚塊ではliiJL古と同様に5J]にJ'..r;L､他を示すが.7月下旬の伸 15JJのそれに比べかなり低く,

鹿を掛 こしている｡-Jf,生殖典では産卵lliliTIの571に巌,tもとなり,この時JPけこおいては他軟体部の場合と
同様に稲い値を示すが,7-9月に最低となり,この点において異なっている｡ つぎにそれぞれの指数川か

ら淡めた変動係数に上.'て各部分の変動を比較すると./ヒ地脈において繰数のlllfが最も大きいが,他秋作部

では1に近くほとんどZYzがみられない (Tal)Ie1)｡

3 軟体部各部の相見組成

各部分が軟体部にIt'-める取最百分率を｡r許し,年齢臥 月別に平均lLllを示すとF･g3のようになる｡これ

をみると,閉殻筋が周年を通して30-4006をr与め常に大きく,ついで外it膜に1って■与められているO内旋

塊は生解巣を除く3部分のrPでは長も小さい｡生殖L削ま舶述したごとく変動が大きく,それ自体長大に連す

る5月には外光膜兎鼻に近くなる｡このような仰向は各年齢でほはHi似している｡

4 生荊熊の周年変化

(11 生殖巣指数

指数の平均柄を年度臥 年齢別に示すと F･gLlの1うになる｡ こ11によると調光年度によるHi_損なLYが
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Tabl●I ComparlsonoHhesoEtpartlndeyamongfoursoftparts

AhrC No_ofsample CoeffiCitllLol-ヽiH-iation(6/X)
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hTaEltlc(inclu- 234J6 8676708345 5.915_195.:i35.295.47 6.02125.5667 ll.8L)10.91 I.01331.0143dinggiHs) J.l22′ 10.6310.51ll.()5 lJu681.OL良l1.0311
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みられず,ほは同様な7rH蔓を示し.周fF-を通しでの鮫向は/Ji租狼の軟体部位指数の瑚合と同掛こ産卵直前の

5月に;I.̀Sい が,産卵後は急激に低下し.7-9月に最低となる｡その後9Jl下itJ～10月になると上昇し始め.

4-5nにかけて.'iL敵に卜.杵している｡年齢別には2年只が周年を通して全抑 こ低く.3-4年只では高い

付L向が.みられる｡

(21生殖封と軌度

1963-1964J'Fの材抑こついてIRj乏段脚丈分を示すとTabte2のようになる｡生細細胞のI,W<卿如過掛こつ

いては山本 (1943).和久井ら (1967)の観察があるので, ここではごく冊料こ熱度射 ヒについて述べる0

4月では雌雄ともJiu,納期 (節Ⅳ肋)にあるが,5月下旬ではほとんどの個体が放Wi卵を行なって放出抑

(第Ⅴ期)に入り,6円-F†Uになるとすでに一部の個体では兼WJVl(節 L抑)に入り.産卵が終了したこと

を示している｡その後.8月T佃までは この状態が成し,ているが.9Jlになると一部が淵胤tl】(節目剛 に

入I),生赦殿細胞の城Li, 榊磯が行なわれるようになり,10月下仙こは100Pbのr剛榊't膿胸Mlこ速する｡
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＼la､JuncJu王､ ÛポS叫 OrT ＼小 ller ムrl hb ＼1ar lL'r

FJ'g4 Seasonalvar】atlOnOfgonad】ndex o 1962-1963△ 1963-1964
[コ 1964

11月中旬では一部成長斯 (弟Ⅷ期)に移行するものがみられ,2月上旬では,ほとんどの個体が第m期にな
る｡3月に入ると雄ではまだこの状襟が続くが,雌では一部成熟期 (節N期)へ移行するものもみられる｡

つぎに生殖細胞の成長区分に従って外形観察による肥満状態を模式的に Flg5に示し,その変化につい

て述べる｡

未熱糊 (第 】期) 内臓頭は萎縮し,消化管が観照され,偏平で角はり柔らかく,無色透明で雌雄の判別

は不可能である｡

鳩胸ガl(第u期) 内接矧 ま71i棚 よりもやや厚みを増し,先端部はやや丸みをおび,内臓轟の表面や消化

管の周辺部に雌では桃色,雄では白色の粒状の乱焦が現われ,雌雄の判別ができるようになるo

JRJ=<捌 (第m糊) 'Jl脱鍬 ま充火して厚みを増し,丸みを絹び光沢のある巴調となり,雌雄のM別は容易

で,yH化管は完全に外部より見えないo

成孤的(第JV期) 内職矧 ま厚みを増し最大に達し,全休に丸みを梢びるO色彩は光沢を増し,雌ではさ
くろ色ないしは/あり､と色,雌ではクリーム色ないしは自訴色を皇するD
放.LIり切 (第V期) 内臓轟は放出が進むにつれて表TITl部はその色彩を失い崩出し,消化管が外部から認め

られるようになる｡
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考 察

軟体郡の肥満度 (17)の岬減仰向は生難鵜梢敬 (GJ)のそれとほほ耕似しているが,このことは生地駄FE1-i:
の消長を蔽接受けているためと考えられる｡一方.関数筋ならびに外奄膜の軟体部位指数 (SPl)は7月下旬

に花くなっててるが,軟体部肥満度 (lT)はこの時期にはむしろ低い｡これは生殖狼以外の軟体部正巌の

変動幅が生殖ljiに比べ小さく,-d接膨押していないためと想われる｡閉殻筋現品の棚減快向について,木下

(1949)はサpて湖産のものは6Flに懲しくBZ袈するれ その後漸次肥満し,8月上旬に叔7.7;に適すると報

告している｡また芽ti)lrら (1962)によれi'.外海産 (常呂沖)の閉穀掛i産卵期を過ぎた7月から成長の盛

期に入り.8月で肥大が止まると述べており,時好l的には著者らの&-梨とははし致している｡このような仰

向は常呂沖の外溢産のものや,サp-マ湖鹿の衣姫1-1についても親祭されている (老老ら未発衷)｡一 九 陸

奥湾でのrTl敬筋放血は10-11月に低く. その後漸次柄正し.6-8月に最高に連する (7Tr'I野らユ971)とい
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う｡しかし,この報告では年rLJlを通して荊いldlIを示す山が一つしかなく,潜.i;-らの結果の二つあるのとは本

質的に炎なっている｡これは多分に生C.環境の適いに上る成長周期の他生とHF.定される｡また陸奥帝での生

柾茄充免の最前伯は3月で,粒低伯は8-10T]であるといい.痕.･.E値を示す時)Ulが木棚のものより早いが,こ

れは産卵)plの速いによるものと.Lib,)れる｡サロマ湖産ホクテガイの生殖細胞の成長過掛こおいては.著者ら
(1963-ユ964咋)のあ1.31主は,和久ノI-ら (1962-1963年)の鮎袋とはrl'同様fL:成r<扱過を示しており,iFに上る

捷箱な益掛まみられない｡つぎに軟体部各部分における的係をみると,産卵期には生殖典東亜の減少に伴な

って他軟体部晩生も裸少しており一これは産卵に要するエネルギーの消耗に上.,て鍵来したもののように考

えられる｡閉合肪 (材料は本研究で使mした1962-1963年のものと同一)におけるエネルギー給源となるグ

リコーゲンの刑長を.I払出ら (1964)の較料よりみると.2-3月に最も高く,産卵期が近づく4月になると

急減し,産卵期間中なおも減少を扱 け.晩秋より初冬にかけて相加するような帆aJをlJlJL.生赦典の成熟,

産卵とも密接に関連していると推定される｡しかし,産卵後生頼Ds鑑量がなおも低下している7月下旬に閉

殻筋と外交膜{･一時肥満しており,これが原因について明らかIC･はない｡
その後,9-】OJ】に生難狐が増韮するにつれて他軟体部も梢Irfするが.結氷)VlFHHlも生難Diは航跡こ肥満

するのに反し,他軟体部では現状維持fj:いしはやや増重の兆峡がみられているに過ぎない｡このことに生苑

典の組織軌察結果からも,摂取柴垂物が産卵に僻えて集中的に生赦典の充実に振向けられる括柴に上るもの

と推定される｡

さらに歓の成長と軟体部肥清との関係では,LFと扶の鼓の成艮朋には生耕巣ならびに他軟体部もこれに対

応して肥瀦するが,その他の季節では必ずしも一致していない｡

いずれにしても.今後只敏の成長休止の要田も含めて,投合的にホタテガイの生理鉄柵を明らかにする必

要があり.これによって武秘上,またbT]工利用上,和効な指針が与えられるものと考えられる｡

摘 要

サロマ湖鵬 地区保護水l由内におけるホタテガイ (2-6年月)の軟体部肥満の周年変化について.1962

-1965年の問に調査し次の耗共を紺た｡

1 肥満度 (F)は3-5月上旬に硝く,8-9月に最低となり.3-5年月が高い倖向にある｡

2 軟体部位指数 (SPJ)は閉戯mおよび外光快 くェラを含む)においては5月上旬と7月下旬に高く.6

月と8-9月には低い｡内Ji塊は5月上旬にBt両値を示す｡生耕射1産卵政柄の5月に最高値を,7-9月

に最低例を示す｡軟体部位指数の変動は生和典で瓜も大きく,その他の軟体部では小さい｡

3 軟体部に占める盃見比では閉穀筋が瓜も大きく,つぎに外套膜 (ェラを含む)で,内旋塊は生殖巣を

除いては澱も小さい｡

4 生机鼎桁数 (Gl)の手刷壬は生祁31主の軟体部位指数と同様の付l向を有し,生難細胞の成長段脚は1963

-】964年の材料では.成黙りロト 4月.故山仙-5-6月.未熟Jm-7-9凡 浦胞期110-12凡 成長期-

2-3月であった｡
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ホクテガイ PaEvLOPecEe71yeSSOe71Sis(JAY) の生態に関する研究

第3報 ホタテガイ幼生の昼夜による垂直分布について■

丸 井 親 ･ 小 原 昭 雄

(北海述立網走水産筑紫場サpl7分幼) (北海道立栽培独英総合七ソクー)

菊 地 和 夫 ･ 楠 作 博 之

(北海芯立網走水産筑玖場)

StudiesontheEcologyoftheScallop,PalF'nopecLeJzyessoe,zSis(JAY)

3.0nthediurnalverticaldistributionofscalloplarvae

KuniyoshiMARU,AkioOBARA叫,

Ka.zuo KIKUC111●榊 andHiroyukiOKESAKU榊

(Sq′'omaBr.dnCh,Jlo以OLdoAbashm FtsJler'eSExpermlC"IlJLSLaLzo′J)

*+(Hok丘L7tdoMa'･川CCLJLLLt'aL''onCenter)

**1floL,klLIdoAbL7.-lullFL†Itene∫E3.Pe/L7Ne′'IL7ESILTLLO′一)

SlnCe1951,wehaveprOVIdednotonlythespaLIEaHpredlCt10rlServiceforscallopculLure

buta)solnVeStlgauOnOnthelreCOLog■calaspectslnLakeSaroTna,HokkaidowhereLSOneOfthe

bestscallopseedsupplycenterinJapan

ThoughmanyLnVeStLgatlOn50nthescallop一arvaehavebeenmadelndaytlneup10date,

therelSVeryfew reportsaboutthelrVerL.Catdistribul10nlnnight From thlSVICWPOlnt.We

carrLedoutaJleCOlogLCalsurveyforscalloplarvae,pArLLCuLarLyontheirdlurnalmlgrat10nm thlS

lakelnthefLozLtlngSeasonOE1968and1969

Thequant)tal■veplaJlktonsampl]ngswcrctaken8日ntCrV8)30Ethrcchoursdurlngthecnt.rc

dayinMay29-30June16-17,1968,andJune27-28,1969respectlvelybymeansofpump.ngup

theseawatersfronseveraldlfferentdepthlayers,andalsogeneralllmnOloglCalaswellasmete-

orologlCalobservat10nSWeremadeslmullaneously.

Theresu)LSObtainedaresummarはedasfollow

1 Scallop一arvaewhlchcollectedatSt.A wereextremelylessthanthoseatSt.B From

LhlSresult,)IcanbeestlmatedthaHhemaJOrltyOfscalloplarvaeareproducedbytheSpaWrlLng

bedswlthlnthehke.

2. Scallop)alvaewereabundaJlt.ltlowerlayers(6-12m)durlngthed8yllme,buttheybecame

)ncreaslnglnnumberatupperkyers(0-3m)beforeSunSetand dlSlr.buted w.deLy nearthe

surfaceareaduringthemldnight.Theybecamedecreaslnggradua)lyfrom thetlppeT)ayersafter

surLrise.

+報文番号 A81
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3 Nod･st.ncLd･IlerenceswerefoundlnShelllengthoEscalloplarvaet'elWeenSt AandSt

B ltseemsIJkelythatthespawmngoEscalloplnthlslakemadeatalmostthesametimem

everyspawnlngbe(ls

4 DlrlerenLgrO､･thstage'ss腿1lopLarvaewereequa日ydlStrlbutedlneachLayerregardlessday

ornlght

5 ScalloplarvaeweremostabundanllycollecICdbythevertlCalhaulsofaplankton-netaL

lowtldeatSt.B

6 It.scerta'nthatthet■dalac110nlSthemostlmPOrtnnLFnc10rlnfluenc.ngthe､･ertLCald.str･bu-

tlOnOl'scalloplarvae. TheyzLreapttOS､VeepawayupwardtlurlngtheEIowandconcenlraLe

dawnwarddurlngtheebb

近年,ホクテガイ増益耕林業の伸展はめざましく.北海逝,甘瓜は冨うに及ばず.広く本州東北以南にま

でも拡大しつつあるが.その般没となる種苗は天然採掛こ依存しているのが現状である｡したがって,これ

ら布兼の発展も天然採笛の丑凶如何にかかっていると言っても過言ではない｡

効率的な槌音確保のための人為的手段としては種々々えられるが,押遊幼生の昼夜による垂挺分れ 移動

などの生億を究明し,浪衡分和田に集中的に付着%･を垂下することも迎賓たことの一つであろう｡このため

ii切においてlま1951年以来サF,11糊で浮遊幼生の生僻月itを実施してきたが,従来の浮遊幼生謁盆はn'lr
だけに限られ 夜間を含めて重出分布状膿を調亜した報告はなく,幼JJiのiLI儀について不明な.I.･dt少なくな
い｡そこで著名らはサロマ湖内で2▲川耶nにわたる定見採姓を行ない,幼生の頚直分布,移動など生潜の一

部について若干の知見を糾たのでここに報iiJ-する｡

tL:お.2地点選定の理由は,S(A については糊口周辺のホクテガイ幼生の沈出入状態をみるため'<･あ

り,Sl.Bについては現在採街が行なわれている赤川採市場へホタテガイ幼生が炎84tされてくる水路と考え

たからである｡

方 法

1968年には5月と6月の2回にわたり,Flg lに示したように SIA,SLB(水深各 15-19m)の2

也,.!5.について,同時抑こ表面より15mまで･3mr川附ごとに各6桐の海水1m8を内径5cmのホースを取付け

た動力ポソプで3時間ごとに一昼夜にわたり吸引し,これをXX13プラソクト/ネットで破過したのちホ

ル71)ソで闇足した｡また各調査時には気温,見向艮JJ,船上照度なとの気負挽榊や.水Gi,托向沌愚 生

栗丘などの海搾悦洲を行なったoLかし.StA は StBに比べ幼生故が捷めて伐少であることが判9]し

たことと,両地ノ三間の折半が#れすぎて相関作を丸い化すことが闘姓であると.Lt.t).われたので.翌 1969年に

は6月に1回のみ StBについて前年同様の再度を行ない,新たにXX13プラソクト-/ネ ytに上る水探

15m居より謎!面までの垂直びきを行なった｡

潮位の測定は名詞盆暗に現場での水深を滑って一応のr]安とした那,誤益が大きいため最終的には網走潮

位 (7gI位表,EÎ一気穀協会発行)を参考にした｡

ホクテガイ幼牧の定圭に際しては他の二枚貝幼生との..n別がHT依な散光130J.の後期D型幼生以降のもの

(九11971)杏;t･必し,あわせて叡長の測定を行なった｡

結 果

1. 定 点 の gt 境

各地点における税沸鮎児を Flg 2-6に示したが.7'Eか.でもi=撃た和境と思われる水温,純向経巡,出講
畳について述べることにする｡
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.hlur･lLNIJ'II r.･1mr･叩Fr｡LLrJs- Sl泊Hl■Ll'cLLnSJ:rOurl<l -I l'nLuldJ'SLr.'tユ●lL岬YLArlX'｡紬 tK'n
F･9 1 LocatlOnOEsampllngStalLOnSandre.llureSOlscallopgrounds

水温111968年についてみると,StA では5月に9mMで′州 J2時に3oC余も穣端に低下したのと.

SLBにおいて5月に表TGiで未明まで大きな変動を示したほかは.n変化も少なく上下桝の道も小さかっ
た｡またlq69年StBにおいては6月に上桝で3oC余l二外したほかは.rI.,下層で大きな変化がみられな

かった｡

統帥ま1968年 StAにおいてほ5月では湖内への維入時にはおおむねWSW に,流冊 如こはNW で.

6月では維入時にはE-SEであった｡

一九 St.Bにおいては5月では流入時にIIENE～Eに,耽lJJ.時にltSW で.6月では沌入時には上層

を除いて令嗣ともほtfSEで,その後各層に諮典がみられ,流山時には表面でWSW であったoまた1969

年 SIBの6月では流入時にはNE-NにfL:ウ,沌Hiから綻人の転脚 寺には SEであった｡

溌速はStAでは流向引のみを使用したのでiFI定位はないが.St.Bでは主として低潮よりFS潮へ ま

た花湖より低潮の問にみられ,最大流速は毎秒L10cmで,作通流速がみられる時は5-10cm程度で碓めて

微弱であった｡

塩讃且は図示しなかったが,1968年についてみると一SLAでは1816-1886,0&,StBでは1784-

18.76%で,SLAの方がStBよりもいくぷん拓く,各地OL.とも深度を榊すにつれて若干lljiくtJ:る仰向が

みられた｡しかし.時間的にはほとんど顕著な変化がみられなかった｡

2_ ホタテガイ幼生の昼夜による垂甚分布

Sl.Aにおける1968年5月の調査統柴をFlg2に示した｡ これに 上ると30El午前2時に0-6m桝で

1m3あたり2-4個体一午前5時に表面で5倍体みられたのが多い方で.あとは各調査時とも分耕 土施め
て捕縛であった. つぎに6月の調進では幼生掛 ま前回よりもやや多く,名詞義時を通じて多いものでは59

個体を数えた(F･g 3)｡垂直分布状況はHII後2B)の謁姓を通じて幼生か 土日没前ころより上層でやや多くな

り,夜間は主として卜層に分布し,a,LtJ.抜放時間経ってからは中,下跡こ多く, 日中は上掛こほほとんど分

-Jrl'がみられない｡

一九 St.Bでは5月(Fig Ll),6月(Flg.5)の調速ともStAに比べ捷めて多く,n中は6-12m舟7の

rf..下榊に多く,rl汝駒ころより上田でやや多くなり,夜r榊10-3mの上層に多く,日出後数時間からは

上層で次節に少lJ:くなった｡
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Fig.2.VertlCaldlStr■butionofFbt'110PeCLe''IarvaeatSt.A,lnMay29-30,1968.

lrNhrlLLll～.I.I
lp■IN.･PrrI.■hr､■←

Fi93 VertlCaldlStrlhut10nOEPLltINOPeCLe/LlarvaeatSIA,lnJune16-17,1968
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F･g6 VertlCald･str.buILOnOflhLuLOPeCte''larvaeaLSl.B.･nJune27-28,1969

また1969年6月のSI Bでは前年と比べ幼JJiの山現数が全般に少ないが.分布斬向はほぼ同様l{･あっ

た(Fig.6)｡

幼生の出現軟ではSt.AはSIBに比べ捷称こ少ない｡

3. 幼生の大きさと分布nI

名詞亜時.L.J5.での層別による叡F<iEl成を-推してAppendlXに示した｡これに上ると1968年5月でl1StA
の殻長範囲は150-220FAで,操典個体数が少ないため,はっきりしたモードがつかめないが,おお上そこの

範囲に含まれているものと.I..qわれる｡一方,StBでは5月には範uR140-2501A,モード170I▲で,6月に

はSlAICIL10-280IA,.I--ド250-20)I-,SLBでは130-300 JJ..モ-ド250FAであった｡また1969年

6月ではSt.Bで160-300JJ･.モード220IAであった｡

さらに赤川定点では1968年5月288,6月18Flのモードは それぞれ150/I,25nFAで,1969年6月18

Elでは200FAであった (老名ら,1969,1970)｡

これら地点について蔽1主を比較すると.St.BではSIAよりも若干発育の進んだ個体がみられている

が,モードからみると両地点においてもさらに亦ノIはEh1.と比べてもほとんど大きな差異はみられIT,StB

と赤川定点での殻長孤成の新鹿分布の形値においてもはば好i似していた｡

つぎに発育段階により分和暦に追いがあるかどうかをみるために,採果個仙風の多い St.Bの焚料より各
層ごとにやF{別による時間的な出現切向i,示すとFlg7-9のようになる｡これに上ると各層とも各発育段

階の幼生がそれぞれ平行的に稚減しており,頻度の高いものは鮫Jiのモードがそのままあらわれ 時間的に

は衣f:Jlに上層で多くなっている｡

このようなことから屑によって幼生数に増減があっても.各発育段階の幼生が各所ともほぼ均一な割合で

分布していることがわかる｡

さらに発育段階により昼夜の垂山分布に,Yitがあるかどうかを倹討するため.St.Bのfl料上り口没枚日日l

FifJほ でを夜F;;I,それ以外を日r卜として,昼夜別.lf;1別の山.現状況を示すとTablelのようになり,これを

上層 (0,3m).■い旧 (6,9m),下肘 (12,15m)に大別し図示するとF】g lOのとおりとなる｡これに

上ると調査時に上ってそれぞれ叔止のモードが兇なっているが,採脚 寺の発育段隅のものが各層とも,また

昼夜においてもほは均一な割合で分布しており.昼夜別に上る幼生の分布の化 q̂においても大きなJY状 は認

められない｡
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Fig8 Dlu一山 loccurrenceofPaLu'oPeCLcnlarvaebydLLfe,entsIZe一grOupSandby
difFerentlayersatSLB.inJune16-17,1968.
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Table I. Shelllength composlt10nOfPL71znoJ,eCLe71larvae by layersand by day-or-mghtserleSatSt.B.
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4 プランクトンネットによる垂直採集

ネット採射 こ上る船射 王Flg llに示したように･1-クテガイ幼生は一昼夜を通じて午前9時ごろに瓜も

多く採封さされ その採典故は他謁査時の2倍余であった｡これをポ./プ採射 こ上る垂直分布 (FLS 6)と比

べると,ポ'/プ採躯では15時より3時までは上掛 こまでも平均して分布しているメ.ネ･/ト採集ではその

割りに多く採集されていない｡また口中ポンプ採躯では6-15mの+.下層掛 こ多く分布しているのr_,ネ

ット操典では午前9時だけに忠も多く操典されている｡

冒 / - ヂ -＼ ＼ ＼ /

i
hR

H

HiI

Fig H D･urnaloccurrenceofPa山′LO♪eCLlnlarvaecoIJ-
ecLedbyver=calhaulsFromtldcptt10E15m to

surfaceatSrB,lnJune27-28.1969

考 察

1 垂 直 分 布 の宇 田

先に述べたごとく,ホタテガイ幼生はEl中は中 下層部に多く,夜間は上 ･中層部に密集して分布す る

那,この現象は垂pG的にながめるとB没前ごろより下層から上屑に移動し,日出後上層より下層に移動した

船架に上ると思われる｡木下と渋谷 (1941)がサロマ柳キムア不′ブ岬の水深65mで昼夜にわたり表面水

を採水して定足したAit巣に上ると.I+タテガイ幼生は午後 12時ごろまでは比較的少なく,午後2時ごろの

低潮時に多数出現したという｡この報告は夜間表面で多く.低妙 音には上村では少ないという著者らの拓北

と著しく異なっている｡

他の二枚只幼生についてみると.安EEl(1952)が三河湾で枇祭した終発では.二枚只幼生は上げ潮時に増加す

るが,下げ潮時には減少し,E3没後とF]出後に急に多くなる帆E･Jがあるという｡また三監県木試の報告(1953)

によれは.浜かこおける7コヤガイとマガキ幼生はn没前とr]出後に多く山現し,夜間は上層に少なく中層

に洗滞し.口出とともに上層に娘中する帆aJがあり,潮汐とはあまり関係がないという｡さらに PRTTlはLCll

(1928)の報告によれは,,く-ジニ7ガキ (Crasso∫Ereavirg川t'cLZ)の幼生は.低潮の停滞時には表面より

丘まで一様に分和し数も多いが,上げ軌 こなると沈砂 こ稀淋こなり,流速が佃秒0.6フィート(約18cm)以

上になると海佐に沈下し,水柿実験によっても毎秒03-0.5フィーt･(約9-15cm)の流れで戊作すると

底に沈み,析止の状態では浮遊することを確認しており.このことからカキ幼生は浮遊期間が約2潮間と長

いにもかかわらず,遠くへ運ばれることなく母只の生息する地域に付カすると結論づけている｡しかし小笠

原ら(1970)に上れば,マガキ幼生は表層にもっとも多く,下層にいくに従い急接し,低潮時にはやや下府に
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まで出現し,考雑切から敬km書れた沖合いにも淡掛 こ分布し.PLYT'ZElCH の椴寮した結果を羨付けろよう

な現象も,昼夜移動の現象も全くみられなかったという｡

このように二枚只幼生の分神形態は種や梓遊する海域の環境粂作によって異なり一様ではない｡

ポソプ採射 こ上るホタテガイ幼生の垂心分布を環境要田のなかでも比較的層別変化に宙む水温と関連づけ

てながめると.低温水が中層ないしは上層にまで張り出す時にはおおむねこれに対応して分布するような斬

向を有しているが,この乱射 まホタテガイ幼生が好適な水弧に対し特に選択性を示した結果によるものかど

うかは明らかでない｡ただ.サロマ湖のような閉釧環境での水温変化は潮汐による二次的な水塊の移動に伴

なって変化することが大きいと考えられるので,むしろ水塊の流動に作って移動したものと考えた方がよさ

そうである｡これを潮位との朗連でみるとより明らかになり,上げ潮時には幼生は逸放して分布形態は挺形

状を.また下げ潮時には下層へ錐申して凧型状を皇する｡研究者によってはシドニーガキ(RouGHLEY 1933).

アコヤガイ (宮村.1957)にLlの走光性 (NegatlVephototaxls)を有するとの報告もあるが, 本調査はい

ずれも夜間が上げ主物時にあた･'ており.また日rr'河内の調査においても上げ耕時には表掛 こかなりホタテガ

イ幼生の分布がみられたこともあり (才･吾ら,1971),Jlの走光性が主要榊となって上層に移動したものと

は解析しがたい｡ H▲sKIN(1964)に上るとカキ幼生は上げ潮時に塩分が増すとそれが刺款となって浮上し.
拝講押寺に塩分が低下すると静止し氏に沈下するという｡ホクテガイ幼生の切合.塩分に対し特に反応を示す

ものか明らかでない｡しかしホクテガイ幼生の分和田は本湖では日中は一般に中層ないしIlやや下層 に多

く,陸奥帝では20-40mに多い斬向があり (印幡ら,1968).マガ牛やアコヤ〝イrこ比べると分布がかなり

下周であることから,卿 こ水塊に上る受動的な移動のみでTL:く,磯の特性に上る好適屑といったものがある

ように思われる｡

このような種の適いに上る垂両分和の型は二枚只幼生に限らず,動物プラソクトン全般においても知られ

ている(Rt'sstTL1927)｡Rt)DĴKOV(1970)によれは'動物ブラソクトソの深決移動は能動的な運動プ)が沈下に

rrち勝つときに上如し,沈降は能動的上井遊動を行なってもなおかつ比爪点で沈下するために起こるもの
で.動物自作の下降迎動に上るものではTJ:いと土破している｡また 11̂RJuS(1963)によると,移動の型は

生物の体内リズムによる活動例切と外囲射 ′トとの関係によって決定されるという｡

いずれにしても垂紅分布の別射 ま内的要内と外的要因とが枚合されて起こる結果であるが,このrLEl砂 上幼

生の水平移動ともからみ合わせ,野外での祝祭と併行して室内実験に上って検証する必要がある｡

2. 発育段階にJ:る分布fF

同一種でも発.fFの粒度によっ て.当然分布居が異なることが々えられる｡林ら(1967)によれは'rLJ,(ガイ

(SjnS"ZaでacJ'BLU'e''5'S)の幼生は発育の進んだものはど沖側の深い屑に多いという｡また シドニーガキ

(CrL15505Lreaco''znLerCIa['S)の若い幼生は表加に多く,発育の進 んだものは民近くに多くみられ る

(RouGflt.EY1933)という｡ホクテガイ幼生についてみると,1968年6月の詞並 では付蔚寸前の250JA以上

の幼生が星夜ともいくぷん下層に多く分布する1うな帆bjがみられるが,1969年 6月ではそのような併向は

みられない｡したがって.この間腰はホクテガイ幼′Eに関する限り検討の余地があると思われる｡

3 幼生の地点別出現数と大きさ

ホクテガイ幼生の操典仰体数において.SLAが St.Bよりも庫端に少ないことは糊｢1周辺部-守i'lZが,湖東
掛 こ比べ辞退している幼生政が少ないことを示している｡木下 (1949)が一昼夜糊口を通過するホタテガイ

幼生を定見した紅炎にJ:ると,外海-の沌日時には湖r1-の沌入時よりも多数出現したことを報告 してい

る｡また著者らの糊口沖の外海での詞衣に上ってもーほとんどホクテガイ幼生が採施されていない (著者ら

1970)｡

この上うなことから木棚にLLi現するホタテガイ幼生Ii湖内で産卵されたもので,外海へ旋出することはあ

っても外海産の幼生が湖内へ沈入することはまずないと考えられる｡

つぎに地点別の史長のモードにおいては,ほとんど題がみられないが.このことは湖内におけるホタテガ
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イの産卵がはば同時期に行なわれていることを示していると思われる｡

4 採 集 方 法 の検 討

プラ./クトソネノトによる垂蔽びきによる採姫とポ･/ブによる採集とではホクテガイ幼生の採集恢向にお

いて異なっており∫この原囚として考えられることは.不 yト採集では下層部より中屑郡に至引.Fllで既に滅

過率が低下し,上胴部のものを採放しづらいということが言えるOこのためプラ./クトンネノトによる採非

では午前9時の低潮時に下胴部にTCB!-した幼生をほとんど採邦吉した結果,この時抑王はだけが他の時間鞘より
も長も多く採躯されたのではたいかと思われるoLたがって,定性をEl的とする場合には不,ト採集でもよ

いが,定量を口的とする際にはポンプ操船が適していると言える｡しかし.i-:ソブ採火は冊俳ではないという

磨.加 ミあり,ネット採火で定j.とを日付とする場合でも幼唯の粒も浪密な田より採JJ!することが必要と考えら

れる｡

摘 要

1968,1969年の2カ年にわたって一サp7湖の2枚!ェ(SIA,StB)においてホクテガイ幼生の垂蔽分

IJrJ'Kついて24時間にわたり消鹿し,つぎの知見を糾た｡

1 S【Aは Sl･Bに比べホクテガイ幼生が極めて少なかった｡このことは採商の対象となる唖笛が湖内

座のものに大きく依存していることを示していると思われる｡

2 ホクテガイ幼生は日中は6-12m桐の中 下僧都に多く,rl投l桁ごろより上層に多くなり.夜r榊10
-3mの上層に分和し,El川後数LLIFrfiJ経ってから上僻より次第に減少した0

3 StA とStBとのホ9テガイ幼生は,殻長のモードにおいてはほとんど差異がみられなか･,た.

このことは神目Jlの産卵盛掛がほは一女していることを示していると思われる｡

LI 各光背段階のホタテガイ幼ノ巨は珪夜の別TL:く各層に均一な割合で分和していた｡

5 St･13におけるブラ'/クトt/不ノトにJ:る垂心びきではホタテカ■イ幼生は低柳 寺に瓜 も多く採蛸され
た｡

6･ ホタテガイ幼生の垂直分JF'-のト要1榊ま水塊の移動によるものと牡われる0本#Jでは潮汐と密掛 こ粥逃

し,幼It二は lこげ潮時には退散しやすく 下げ絹那寺にはLF!申しやすい帆乙】がある｡
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Appendix.She)1lengthcomposltIOnOEPat'''o〆LILe'Jlarvae.
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(3)SampledbypumpHlgperln'otsea､va-erhomse､′eraldl†felCrltlayersatSrB.L‖
May 29-30.1968
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